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■ 研究データ管理支援部門の設置 

本学では、2022 年 4 月に新設されたデー

タ駆動イノベーション推進本部の中に研究デ

ータ管理支援部門が設置された。研究データ

の保存・共有・公開のためのインフラを整備す

ると共に、データポリシーやガイドラインの策

定、DMP 作成支援、リテラシー教材の開発、

支援人材の育成、研究データ公開支援など、

多角的な側面から研究データ管理に関する支

援を行っている。部門のビジョンとしては、情

報基盤と人的支援の提供により、適正な研究

データの管理・公開が研究者に大きな負担を

かけることなく実現できるようにすることを

掲げている。 

 

■ 研究データ管理・公開ポリシーの策定 

九州大学研究データ管理・公開ポリシーは 2023 年 3 月に策定された。ポリシーはシンプルなものになって

いるが、同時に「解説」を公開し、解説ではポリシー本文の補足的解説として、ポリシー本文の意味、背景や根拠、

具体例、留意事項等を記載している。ポリシーの中では、本学として研究データ管理のための支援環境を整備

することも明記されている。 

なお、研究データの範囲や研究者の異動時の扱いなどの詳細については、分野の特性や研究データの特質に

依存するため、各部局の実施要領等で定めることとし、部局等における研究データ管理・公開の実施要領作成

のためのガイドラインやサンプルも準備した。部局による要領作成により、部局や分野の研究の特質を踏まえた

無理のない研究データ管理を実施し、部局において研究データ管理に対して責任を持って取り組むことが期待

される。 

 

■ QRDM の運用開始 

研究データの保存・共有のためのインフラ整備として、九州大学研究データ管理用ストレージシステム

“QRDM”の実運用を 2023 年 12 月より開始した。QRDM はオンプレミスのシステムとして導入しており、

本学の全教員が利用可能となっている。システムの頑健性を重視しており、データは多重化して保存されてい

る。約３PBの実効容量を持つRAID6構成のホットストレージを二系統備え、キャンパス間でミラーリングによ

る遠隔バックアップを行っている。さらにテープライブラリによるコールドストレージにおいてメインとなるホッ

トストレージの増分バックアップを行っている。教員一人当たりの容量としては当面２TB の領域を提供するこ

とにした。教員以外の学生等はアカウントを持たずログインしての利用ができないが、教員が自身のストレージ

領域上のファイル・フォルダを共有設定することで、その設定の範囲内でデータ管理を行うことが可能である。 

 

■ GakuNin RDM と QRDM の連携 

QRDM はソフトウェアとして Nextcloud を採用し、GakuNin RDM との連携も強く意識して構築した。
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GakuNin RDM の外部ストレージとして接

続することで Nextcloud がもたない

GakuNin RDM 固有の高度なデータ管理機

能を利用できるようにし、システム開発にか

かる費用を最小限に抑えつつ、導入期間を短

縮した。 

QRDM から見た際の GakuNin RDM へ

の期待としては以下の点が挙げられる。 

 学外からのアクセス手段の確保 

 QRDM では研究データに対するセキュリテ

ィー向上のため、システムへのログインや共有

データへの直接アクセスを学内ネットワーク

からのみに限定し、学外からは例外的に GakuNin RDM を通したデータへのアクセスのみ可能とした。

GakuNin RDM には QRDM を学外から利用するためのインターフェイスとしての役割を期待している。 

 学外の共同研究者とのデータ共有 

 QRDM を共同研究に資するため、GakuNin RDM 導入機関の更なる増加に期待する。共同研究のパートナ

ーとなる民間企業や海外研究機関にも拡大することが望ましい。 

 プロジェクト単位の管理による研究データの整理 

 研究公正のため研究データの 10 年保存が必要とされているが、QRDM のストレージ領域には限りがあり、

研究者は他のストレージも併用せざるを得ない。その結果、多種多様なストレージが乱立し、時間の経過ととも

に研究データが所在不明になりがちである。その点、GakuNin RDM は複数の外部ストレージを接続するアド

オン機能を備え、散在するデータを一か所に集約することができる。研究者は GakuNin RDM を用いてプロ

ジェクト単位で研究データを管理し、各プロジェクトにストレージを関連付け、メタデータを付与して適切に整理

することで、研究データを探しやすくなり、その喪失を防げる。 

また、GakuNin RDM では、ストレージ上のデータを対象に Python や R のコードを実行可能なデータ解

析機能や、次世代のデータ管理計画(DMP)とも位置付けられるメタデータ管理機能など、高度な機能が提供

される。さらに、これらの機能を発展させて研究データの管理状態を機械的に検証するというデータガバナン

ス機能の開発が進められている。データの質の保持や研究活動の効率化に向けた様々な機能がさらに充実し、

将来 QRDM との連携により研究 DX 支援に不可欠の効果的な基盤となることを期待する。 

なお、本学では QRDM を GakuNin RDM の機関ストレージではなく外部ストレージとして導入した。当初

は機関ストレージとして Nextcloud for Institutions の導入に積極的だったが、実現するには学生等も含

んだ全構成員分のアカウントが必要と分かり、Nextcloud のライセンス料金が高額なためやむなく計画を変

更した。現行の外部ストレージとして接続する運用では、GakuNin RDM におけるタイムスタンプ機能の利用

には注意が必要な状況であり、自動でのタイムスタンプ付与は行われず、手動のタイムスタンプ付与には難があ

る。今後の開発に期待したい。 
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